
 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

６年生の総合的な学習の時間では、キャリア教育にかかわる内容を学んでいます。 

様々な職業人との対話や職業調べを通して、将来の自分の夢や夢に向けての自分の進路について考えた

り、自分らしい生き方について考えを深めたりしています。 

この度、縁があって植松電機の社長である 植松 努さん が、本校で出前授業を行う機会をつく

ることができました。赤平市を拠点とする植松電機の植松さんは、北海道大学と共同でロケット開発を始め、

宇宙開発分野で次々と実績を上げており、「リアル下町ロケット」とも称される方です。そのような方が、

わざわざ帯広の啓北小学校にまで授業に来てくれました。この授業が実現できたのは、帯広西ロータリーク

ラブの支援があってのことであり、本校の元 PTA会長である北川さん、飯田さんのお二人にも力になって

いただきました。 

６年生だけの授業ではありましたが、一人一人がロケットを制作し飛ばす体験と、子どもたちに向けて「失

敗を恐れずに、自ら挑戦することの大切さ」について、これまでのご自身の経験からお話してくださいまし

た。ロケット作りの体験を通して、子どもたちに夢と勇気と自信をいただくことができました。 

 

「自分らしく 自分から」 

 

１ あいさつをしましょう 

２ 廊下を正しく歩きましょう 

３ 時刻を守りましょう 

 

令和６年 ９月１３日 発行 

学校だより 

 

 

 
         

 

6年生で特別授業「ロケット教室」 

 植松さんは、子どもの頃から紙飛行機が好きで、 
宇宙にあこがれていました。そんな植松さんの子どもの頃の話や、夢について
の話は、子どもたちの心にも響いたのではないでしょうか。 
 何事にも興味を持ち「なぜだろう？」「どうしてだろう？」と、常に深く思
考し、「より良くする」アイディアを生み出すことは、人間だけが許された喜
びです。自らの手と柔軟な頭脳を駆使し、思い描いたものを現実にしていくこ
とが大切であることを呼びかけてくれました。 
 自分自身が失敗を繰り返してきたこと、失敗はダメではないこと、自分の夢
はどんどんしゃべった方がいいこと、好きなことはどんどんやるといいこと、
大好きなことが人生のパワーになること、「どーせむり」という言葉は使わな
いことなど・・・子どもたちに優しく語りかける口調で話をしてくれた植松さ
んでした。 

ご自身の経験を
もとに、優しい
口調で子どもた
ちに話をしてく
れました。子ど
もたちに、たく
さんのメッセー
ジをくださいま
した。 大好きなことが 人生のパワーに！ 

わからないことは、ともだちと協力して 

各グループを
まわりながら
教えてくれま
した。自分だ
けの模様や色
も塗ってロケ
ットが完成！ 

時速約 200キロで
空に飛ぶ様子は圧
巻！ 歓声が沸き
ました。 
全員が発射成功！ 

 

発射台はカメラ
の三脚を使って
制作したもので
す。なければ自
分で作ってみる
ことができるこ
とも教えてくだ
さいました。 

上空４０ｍ近くまで
あがりました。 
上空でパラシュート
が開いて降りてくる
ロケットでした。 

９月５日実施 



 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

   

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

異学年での交流も兼ねて、休み時間に実施
している「もくもくデー」の取組です。体を
使ったいろいろな運動遊びや外遊びを通じ
て、楽しく体力づくりを行いました。 
高学年が低学年にやさしくルールを教えた

り、小さい子を気遣って遊んだりする様子は、
とても微笑ましく感じました。 
写真は９月９日（月）の１年生と５年生が

遊んでいる様子です。この後２・６年生が、
そして３・４年生が交流します。 

 
長縄跳び遊びやじゃんけん陣取り、ケンパ

やだるまさんが転んだ、ドッチボールや鬼ご
っこなど、子どもたちが考えた遊びで、６つ
のグループに分かれて行います。子どもたち
の笑顔をたくさん見ることができました。 

 

 

 

■ カルビーポテトカップ（サッカー） 

小学生高学年の部  

準優勝 

 ３年 佐々木 遥志 さん 

 ４年 遠藤 祐空 さん  

※所属：帯広 Jｒ 

■ 岩内サッカー交流大会 U-10 

  第３位  

4 年 堀川 蓮人 さん 

          ※所属：帯北 FC 

■ 野鳥絵画展 

小学部  

優秀賞 

   ３年 鈴木 みらい さん 

スライドを使ってわかりやすく説明してくださいま
した。認知症予防の体操も教えてくださいました。 

９月６日（金）、５年生の総合的な学習の時間に実施して
いる「おびひろ市民学」において、帯広市役所の高齢者福祉
課の方が講師となり、認知症サポーター養成講座がありま
した。 

この講座では、認知症は誰でもなる可能性がある病気であ
り、自らの問題であるという意識を持たなくてはならないこ
と、その上で、認知症に対する正しい知識と理解を身につ
け、認知症の人やその家族の応援者になってほしいことなど
を、クイズなどを交えながらわかりやすく教えてくださいま
した。 

一人ひとりが互いの個性を尊重し、自らの人生や社会をよ
りよいものにしていくことができ、思いやりが育ち、自分や
自分以外の人を大切にしていこうとする気持ちが子どもた
ちに育っていくことを願っています。 

☆今週も、子どもたちの安心・安全のために、朝の見守り活動にご協力いただき、ありがとうございます。 


